
複素解析を使わずにsinc関数の [0,∞)の定積分を求めてみる
まず、次の積分を求める。（但しs > 0とする。）：
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(for　∀s > 0)

ここで、上の等式は任意のs > 0で成り立つから、
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より、任意のs ≥ 0で成り立つとしてよい。次に、
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叉、
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ここでsin ωtもtも共に奇関数だから、
sin ωt

t
は偶関数となる。よって、∫ ∞
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が得られた。
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